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事業の人員体制（会計年度任用職員を除く）

指標

①

②

③

④

事業概要 マンパワー事業評価シート（令和３年度（2021年度）事業）

事業名 応急給水　※水道関連分含む 事業類型

元年度 ２年度(a) ３年度(b) 対前年度(b-a)

その他

根拠法令等 東京都地域防災計画、八王子市地域防災計画

事業目的
（最終的に目指す状態）

　東京都水道局と連携した災害時における応急給水活動。地域住民（自治会等）に向けた応急給水訓練への対応。
　東京都水道局からの水道関連への対応（会議の出席や各種依頼等への対応）

担当部課 水循環部　水環境整備課

基本計画 施策番号 防災体制の充実
まち・ひと・しごと

創生総合戦略 － －

0.52人 1.23人 0.92人 △ 0.31人

対前年度(b-a) 指標値の増減要因

活動
指標

応急給水訓練回数
(対象：自治会等）

回 2 1 2 1
新型コロナウイルス感染症の影響により、訓練は再開す
るものの少人数での開催となったため。

指標名 単位 元年度 ２年度(a) ３年度(b)

20
新型コロナウイルス感染症の影響により、訓練は再開す
るものの少人数での開催となったため。

活動
指標

住民参加者数 人 120 30 50

事業実績

３年度目標

・東京都設置の一次避難所における応急給水栓の適正
管理
・適正な給水タンクの配備状態に向けた確認
・消火栓からの応急給水資器材（東京都からの貸与
品）の適正管理

２年度末時点
の課題

・災害時に適切に使えるよう、東京都設置の
一次避難所における応急給水栓の点検及び資
器材の点検、交換が必要
・災害時に適切に使えるよう、消火栓からの
応急給水資器材（東京都からの貸与品）の点
検が必要
・配備から長期間となったため、給水タンク
の配備状態の確認が必要

３年度評価 達成
次年度（5年度）

以降の展開
現状維持

目標に対する
事業実績

・東京都設置の一次避難所における応急給水栓の適正
管理
・適正な給水タンクの配備状態に向けた確認
・消火栓からの応急給水資器材（東京都からの貸与
品）の適正管理

課題への対応

・東京都設置の一次避難所内応急給水栓の通
水確認を行った。
・消火栓用応急給水資器材の点検を行った。
・市内各所の給水タンクの配備状況の確認を
行った。

解決

４年度の
取組

・東京都設置の一次避難所における応急給水栓の点検
及び資器材の点検、交換を行う。
・消火栓用応急給水資器材（東京都からの貸与品）の
点検を行う。
・給水タンクの入れ替え計画を策定する。

５年度の
計画

・東京都設置の一次避難所における応急給水
栓及び資器材の適正管理
・消火栓からの応急給水資器材（東京都から
の貸与品）の適正管理

今後の取組

４年度
目標

・東京都設置の一次避難所における応急給水栓の適正
管理
・適正な給水タンクの配備状態に向けた確認と再配置
計画の策定
・消火栓からの応急給水資器材（東京都からの貸与
品）の適正管理

３年度末
時点の課題

・災害時に適切に使えるよう東京都設置の一
次避難所における応急給水栓の点検及び資器
材の点検、交換が必要
・消火栓用応急給水資器材（東京都からの貸
与品）の点検が必要
・老朽化した給水タンクの入れ替えが必要
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事業の人員体制（会計年度任用職員を除く）

指標

①

②

③

④

４年度の
取組

事業者より申請のある宅地開発及び集合住宅建築の事
前協議等に対して個別に対応する。

５年度の
計画

開発事前協議関係所管による調整会議に参加
し、事前協議前に課題解決について事業者に
知らせることで、課題を早期に整理し行うよ
うに進めていく。

今後の取組

４年度
目標

事業者より申請のある宅地開発及び集合住宅建築の事
前協議等に対する適正な雨水処理方法や処理量の指導
の実施

３年度末
時点の課題

事業者より申請のある宅地開発及び集合住宅
建築の事前協議等に対し、流出抑制の計算方
法等、申請個々に対応した指導が必要。

３年度評価 達成
次年度（5年度）

以降の展開
現状維持

目標に対する
事業実績

課題への対応

開発事前協議所管での調整会議に参加し、事
前協議を受ける前に課題解決について事業者
に知らせ整理を行うように進めた。

解決

令和3年度　協議受付件数
　　　開発　　 　　 　　　59件
　　　調整区域　建築　　  10件
　　　条例　　　　　　　　 9件
　　　集合住宅　　　　　　45件

事業実績

３年度目標
２年度末時点

の課題

事業者より申請のある宅地開発及び集合住宅建築の事
前協議等に対する適正な雨水処理方法や処理量の指導
の実施

事業者より申請のある宅地開発及び集合住宅
建築の事前協議等に対し、流出抑制の計算方
法等、申請個々に対応した指導が必要。

△ 11 実績による
活動
指標

事前協議受付件
数

件 138 134 123

指標値の増減要因

成果
指標

業者へ指導した
雨水浸透量

㎥ 10,062 9,926 14,269 4,343 指導要綱に基づく実績値

指標名 単位 元年度 ２年度(a) ３年度(b)

0.65人 1.38人 1.12人 △ 0.26人

対前年度(b-a)

指導・規制・許認可

根拠法令等 宅地開発指導要綱、集合住宅等建築指導要綱

事業目的
（最終的に目指す状態）

　宅地開発や、集合住宅等の建築に係る雨水処理について、適正な処理方法や処理量について事業者に指導を行い、雨
水流出抑制を図る。

担当部課 水循環部　水環境整備課

基本計画 施策番号 健全な水循環の再生
まち・ひと・しごと

創生総合戦略 － －

元年度 ２年度(a) ３年度(b) 対前年度(b-a)

事業概要 マンパワー事業評価シート（令和３年度（2021年度）事業）

事業名 開発事前協議 事業類型
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事業の人員体制（会計年度任用職員を除く）

指標

①

②

③

④

事業概要 マンパワー事業評価シート（令和３年度（2021年度）事業）

事業名 水路草刈要望受付 事業類型

元年度 ２年度(a) ３年度(b) 対前年度(b-a)

その他

根拠法令等 八王子市公共物管理条例、八王子市水循環計画

事業目的
（最終的に目指す状態）

八王子市公共物管理条例及び八王子市水循環計画に基づき、水路の機能管理を行う。

担当部課 水循環部　水環境整備課

基本計画 施策番号 健全な水循環の再生
まち・ひと・しごと

創生総合戦略 － －

1.05人 1.83人 2.77人 0.94人

対前年度(b-a) 指標値の増減要因

成果
指標

草刈要望受付件数 件 459 439 418 △ 21 実績による

指標名 単位 元年度 ２年度(a) ３年度(b)

△ 22 実績による
活動
指標

草刈実施件数 件 420 400 378

事業実績

３年度目標
２年度末時点

の課題

水路の適正管理
（水路の草刈要望の受付、現地調査ののち補修セン
ターへの業務依頼）

・作業時の車両駐車箇所の確保
・委託業者の繁忙期に偏る業務の平準化

３年度評価 達成
次年度（5年度）

以降の展開
改善

目標に対する
事業実績

課題への対応

現地調査時に作業に必要となる車両や用地を
想定し、事前に駐車箇所の選定及び地権者等
との調整を行った。委託業務の平準化につい
ては、繁茂時期が一律なため根本的な解決は
困難だが、必要最小限の範囲だけ直営作業を
することにより対応を図っている。

一部解決

草刈要望受付件数　418件
草刈の要望を受け、現地調査を行い、補修センターに
対応依頼を行った。

４年度の
取組

草刈要望を受け現地調査を行い、補修センターに依頼
を行う。
また、現地調査時に過年度の要望受付状況を把握し、
発注図書の簡素化に努め、業務の円滑化を図る。

５年度の
計画

補修センターとの連携強化による調査、作業
体制の拡充

今後の取組

４年度
目標

定期草刈箇所の見える化として、毎年除草を行ってい
る箇所の施工範囲、金額等が誰でも視覚的に把握でき
るよう、地図情報システムを更新する。
補修センターが適切に業務が執行できる予算と体制の
確保に向けた検証に連携して取り組む。

３年度末
時点の課題

・委託業者の繁忙期に偏る業務の平準化
・職員の現地調査等に係る時間の縮減


